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再発見�
芦屋の自然�

　
十
一
月
、
い
よ
い
よ
色
々
な
カ
モ
類
が
芦

屋
に
や
っ
て
く
る
季
節
で
す
。
遠
く
シ
ベ
リ

ヤ
か
ら
は
る
ば
る
渡
っ
て
く
る
冬
の
使
者
で

す
。
今
ま
で
も
、
散
発
的
に
は
芦
屋
の
カ
モ

類
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

芦
屋
に
や
っ
て
く
る
カ
モ
の
種
類
と
そ
れ
が

見
ら
れ
る
場
所
に
つ
い
て
ま
と
め
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
ま
ず
、
一
番
多
く
の
個
体
数
が
み
ら
れ
る

の
は
、
芦
屋
川
河
口
の

芦
屋
浜
沖
で
す
。
こ
こ

で
見
ら
れ
る
の
は
、
ヒ

ド
リ
ガ
モ
、
ホ
シ
ハ
ジ

ロ
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
、
ス

ズ
ガ
モ
が
代
表
的
な
も

の
で
す
。
今
年
の
早
春

に
は
四
月
号

で
紹
介
し
た

ヨ
シ
ガ
モ
も

や
っ
て
き
て

い
ま
し
た
。

前
二
者
は
宮

川
の
汐
留
橋

下
流
の
運
河
に

も
多
く
飛
来
し

て
い
ま
す
。
岩

園
町
仲
ノ
池
も

カ
モ
の
飛
来
地

の
一
つ
で
、
毎

年
、
ハ
シ
ビ
ロ

ガ
モ
、
ヒ
ド
リ

ガ
モ
、
マ
ガ
モ

が
や
っ
て
き
ま
す
。
ハ
シ
ビ
ロ

ガ
モ
が
や
っ
て
く
る
の
は
芦
屋

で
は
こ
こ
だ

け
で
す
。
岩
園
天
神
社
の

北
西
に
あ
る
通
称
と
う
ろ

う
池
に
は
コ
ガ
モ
が
訪
れ

ま
す
。
コ
ガ
モ
は
震
災
後

か
ら
は
芦
屋
川
に
も
や
っ

て
く
る
よ

う
に
な
り

ま
し
た
。

市
民
セ
ン

タ
ー
北
の
Ｊ
Ｒ
上
あ
た
り
か

ら
月
若
橋
に
か
け
て
よ
く
姿

を
み
か
け
ま
す
。�

と
う
ろ
う
池
に
は
、

震
災
の
翌
年
、
一
度

だ
け
県
下
で
も
珍
し

い
ト
モ
エ
ガ
モ
が
訪

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。�

　
い
ま
ま
で
述
べ
た
カ
モ
の
殆
ど
は
植
物
食

で
、
水
中
の
藻
類
な
ど
を
頭
を
突
っ
込
ん
で

食
べ
ま
す
。
し
か
し
潜
る
こ
と
は
無
く
、
お

尻
を
突
き
出
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
と

こ
ろ
が
ホ
シ
ハ
ジ
ロ

は
、
魚
食
性
で
完
全

に
潜
っ
て
魚
を
捕
ら

え
ま
す
。
魚
食
性
の

カ
モ
の
仲
間
に
は
、

芦
屋
浜
で
時
折
見
か

け
る
ウ
ミ
ア
イ
サ
が

い
ま
す
。
頭
の
毛
が

ざ
ん
ば
ら
髪
の
よ
う
な
特
異
な
姿
を
し
て
お

り
、
体
の
割
り
に
か
な
り
大
き
な
魚
を
潜
っ

て
捕
ら
え
ま
す
。�

　
芦
屋
で
見
ら
れ
る
カ
モ
の
仲
間
と
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
で
き
る
場
所
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し

ま
し
た
の
で
、
こ
の
冬
は
、
暖
か
く
し
て
、

ゆ
っ
く
り
と
芦
屋
の
カ
モ
の
姿
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
市
　
景
一�

カ
モ
が
渡
っ
て
く
る
季
節�

　
　
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
場
所
紹
介�

―
―

芦
屋
の
鳥
シ
リ
ー
ズ

⑥

―
―�

ヒドリガモ(雄)
ホシハジロ�
雄(奥)と雌(前)

ハシビロガモの雄(左)と雌(右)

トモエガモ(雄)

ウミアイサ(雄)

【プロフィール】

技能功労者を表彰します

【あしや喜楽苑の催し】
●内容…①高橋判次水彩画展「野の
花」(販売有り)②シタールによる
チャリティコンサート●日時…①11
月１日～12月30日②17日(金)14時～
15時30分●会場…あしや喜楽苑●費
用…①無料②演奏後好きな金額を●
連絡先…あしや喜楽苑(134-9287)

【ガレージセール】
●日時…11月３日(金・祝)、４日(土)
11時～15時●会場…宮本産婦人科医
院駐車場●連絡先…国際ソロプチミ
スト芦屋・寺田(131-9482)

【三田谷フェスティバル】
●日時…11月５日(日)10時30分～14時
●会場…三田谷治療教育院グラウンド
(雨天決行)●内容…模擬店等＊バザー
用品(食品、古着除く)の提供は芦屋翠
ホーム・丸山(122-7680)へ●連絡先
…三田谷治療教育院(122-5025)

【社会保険労務士の街頭無料相談会】
●日時…11月５日(日)10時～16時●会
場…モンテメール●内容…各種公的年
金相談等●連絡先…山内(122-2856)

【教育講演会～７か国語で話そう】
●日時…11月８日(水)10時～12時、18
時30分～20時30分●会場…市民セン
ター401室＊要予約。託児有り●連絡
先…言語交流研究所(70120-557-761)

【有機無農薬野菜市】
●日時…11月８・22日(水)10時30分～●
会場…ワークホームつつじ●連絡先…
ワークホームつつじ・藤川(122-7044)

【第５回ふるさと交流祭 IN 芦屋】
●日時…11月11日(土)、12日(日)10
時～16時●会場…ＪＲ芦屋駅北側ペ
ディストリアンデッキ●内容…加子
母村秋祭り、木工教室、フリーマー
ケット(出店希望者は下記へ)等●連
絡先…フリーマーケット事務局
(134-4680)

【秋季市民囲碁大会】
●日時…11月12日(日)10時～16時●
会場…市民センター401室●対象…市
内在住・在勤・在学のかた●費用…
500円(昼食付)●申し込み…当日９時
30分～10時(時間厳守)に会場へ●連
絡先…都筑(131-8093)

【市民ロードレース大会】
●日時…11月12日(日)８時30分～14
時●会場…中央公園(集合)、シーサ
イドタウン●種目…①ファミリーの
部３km②中学生の部３km③16歳～
39歳の部５・10km④40歳以上の部
５・10km●費用…１種目500円(中学
生以下200円)●申し込み…はがきに
参加種目を記入し、６日までに下記
へ●連絡先…宗政文雄(〒659-0055
竹園町5-27  134-1177、夜間のみ)

【楽しく生きるための講座・龍の会】
●日時…11月15日(水)10時～12時●
会場…市民センター217室●費用…
1,000円●連絡先…菊水(131-5382)

【フラダンス講習会】
●日時…11月17・24日12月１・８日
(金)15時～16時30分●会場…体育
館・青少年センター●対象…女性初
心者●申し込み…はがきで10日(金)
までに下記へ●連絡先…宮崎和子(〒
659-0041  若葉町2-2-1924  132-8803)

【浜風の家の催し】
●内容…①コンピューター講座～入
門編②日本むかしばなしと紙芝居③
親子でリズム・親子でうたを④１日
工作教室～マカロニリース⑤絵画～
大きな絵⑥折り紙～動物王国へ行こ
う⑦こまをつくって遊ぼう●日時…
①11月８日(水)13時30分～14時30分
②12日(日)14時～15時③16日(木)16時
～17時④18日(土)14時～15時30分⑤19
日(日)14時～15時30分⑥25日(土)14時
30分～16時⑦26日(日)14時～15時30分
●会場…浜風の家、詳細は下記へ●連
絡先…浜風の家(135-5700)

【芦屋隣国を知る会】
●日時…11月16日(木)14時～16時●
会場…市民センター202室●講師…一
海知義氏●費用…800円●連絡先…山
谷(122-3390)

【MOA美術館芦屋児童作品展】
●日程…11月17日～19日●会場…公
民館ギャラリー＊表彰式は19日(日)
10時30分から市民センター401室で●
連絡先…実行委員会(138-7575)

【ライブラリーコンサート～
　フルートアンサンブルの夕べ～】
●日時…11月18(土)18時30分～●会
場…図書館玄関ホール●出演…ピッ
フェラーリ・フルートアンサンブル
●曲目…フィガロの結婚等＊当日直
接会場へ●連絡先…図書館友の会
(123-1746)

【講座 ―芦屋の遺跡学事始め】
●日時…11月23(木・祝)13時30分～
●会場…市民センター218室●費用…
300円●連絡先…芦屋いきいき学ぶ
会・美野(131-8356)

【秋の午後のコンサート―心から心へ】
●日時…11月26日(日)14時～15時30
分●会場…エルホーム芦屋●連絡先
…芦屋おたすけたい(135-3396)

【愛の献血市民運動】
●日時…11月26(日)10時～16時●会
場…ＪＲ芦屋駅北側ラポルテ前広場
(雨天決行)●連絡先…芦屋東ライオ
ンズクラブ(131-1594)

【芦屋フリーマーケット】
●日時…11月26(日)10時～16時●会
場…ＪＲ芦屋駅北側ペデストリアン
デッキ＊出店希望は10日までに下記へ
(参加費1,500円必要)●連絡先…実行委
員会事務局・西山(134-4680 FAX21-
5105)

【身障協会研修バスツアー】
●日時…11月23日(木・祝)８時～17
時30分●行き先…精道小学校→生野
銀山●定員…先着40人●費用…１人
5,000円●申し込み…11月４・５日13
時～16時に福祉会館115室へ●連絡先
…身障協会・梶山(131-2032)

【気操体リラクゼーション法講習会】
●日時…11月26日(日)10時～12時●会
場…体育館・青少年センター●費用…
500円●申し込み…17日までに下記へ
●連絡先…レクスポ協会(122-7910)

【第10回理事長杯バドミントン大会】
●日時…12月３日(日)９時～17時30
分●会場…体育館・青少年センター
●競技…一般男女・ダブルス団体戦
●対象…市内在住・在勤・在学(高校
生)のかた●費用…１人1,500円、高
校生800円●申し込み…はがきに住
所、氏名、電話番号を記入し、15日
までに下記へ●連絡先…村山恭子(〒
659-0025  浜町8-11  122-7456)

　
十
月
五
日
、
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
、
第
三
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０

０
０
「
地
球
家
族
会
議
」
を
聴
講
し
ま
し

た
。
当
日
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
唐
牛

博
士
が
予
定
時
間
終
了
を
前
に
聴
講
者
に

所
感
を
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
が
、
発
言
者
も

無
く
時
間
が
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
も

感
想
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
若
い
人
た
ち

が
大
勢
い
る
中
で
年
長
者
が
発
言
す
る
の

も
ど
う
か
と
考
え
遠
慮
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
多
忙
な
中
を
遠
く
か
ら
来
て
長
時
間

に
わ
た
り
熱
意
を
込
め
て
語
っ
て
く
だ

さ
っ
た
セ
レ
ブ
ロ
フ
博
士
に
対
し
、
申
し

地
球
家
族
会
議
に
参
加
し
て

朝
日
ヶ
丘
町
　
三
木
　
克
男

訳
な
い
こ
と
だ
と
気
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ば

遅
れ
馳
せ
な
が
ら
、
所
感
を
書
き
と
め
て

み
ま
し
た
。

　
経
験
し
て
き
た
仕
事
の
関
係
で
、
私
は

従
来
か
ら
環
境
問
題
に
関
心
が
あ
り
ま
す

が
、
常
日
頃
暗
い
話
に
囲
ま
れ
て
い
る
気

が
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
、
宇
宙
か

ら
見
た
ア
ラ
ル
海
、
ア
マ
ゾ
ン
河
、
各
地

と
ら

の
油
田
な
ど
現
実
の
姿
と
し
て
捉
え
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
危
機
感
と
具
体
的
ア
イ

デ
ア
を
も
っ
て
対
策
を
真
剣
に
考
え
始
め

て
い
る
人
た
ち
が
世
界
中
に
多
い
こ
と
が

両
博
士
の
話
か
ら
分
か
り
、
少
し
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。
北
村
市
長
の
あ
い
さ
つ
の
中
で

紹
介
の
あ
っ
た
、
英
国
の
理
論
物
理
学
者
、

ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
の
「
人
類
千
年
以
内
滅

亡
説
」
に
つ
い
て
も
私
に
は
「
そ
の
よ
う

に
考
え
る
人
が
い
て
、
根
拠
も
あ
る
の

き

ぐ

だ
」
と
危
惧
を
共
有
す
る
気
持
ち
で
す
。

お
そ

そ
の
可
能
性
の
怖
れ
を
含
め
て
も
な
お
将
来

ひ
と
と
き

に
希
望
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
一
時
で
し
た
。

　
セ
レ
ブ
ロ
フ
博
士
の
お
話
は
、
具
体
的

で
分
か
り
易
く
、
得
難
い
経
験
で
し
た
。

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
建
設
に
お
お
い
に

期
待
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
彼
の
学
識
と

ご
経
験
を
垣
間
見
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
に

裏
付
け
ら
れ
た
骨
太
で
心
豊
か
な
お
人
柄

と
情
熱
に
科
学
者
と
し
て
の
優
れ
た
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
姿
を
感
じ
ま
し
た
。

唐
牛
博
士
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
行

き
届
き
、
良
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

同
じ
「
宇
宙
」
で
、
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ(

人
工
衛

星
の
飛
ぶ
空
間)

と
Ｕ
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ

(

銀
河
系
の
ひ
ろ
が
る
宇
宙)

の
比
較
も
面

白
く
聴
き
ま
し
た
。
高
校
生
パ
ネ
リ
ス
ト

廣
嵜
さ
ん
の
若
い
感
性
、
謙
虚
さ
と
抱
負

に
も
好
感
が
も
て
ま
し
た
。

　
宇
宙
へ
の
夢
と
地
球
環
境
へ
の
問
題
意

識
を
多
く
の
若
い
人
が
共
有
し
て
行
く
よ

う
に
望
み
、
か
か
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
更

な
る
活
性
化
を
期
待
し
ま
す
。
機
会
が
あ

れ
ば
ま
た
聴
き
た
い
も
の
で
す
。

投
稿
募
集

「
市
民
の
広
場
」
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
五
百
字
程
度
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
た
か
た
に
は
、

薄
謝
を
進
呈
し
ま
す
。

虚子記念文学館

演出／大森一樹（映画監督）　撮影／山口宏（写真家）　イラスト／なかにし和子

　俳誌「ホトトギス」を通じ近代俳句の確立に
力を尽くした高浜虚子の足跡をたどる文学館。
　太陽電池を屋根に設け、雨水も庭の植木に利
用するなど、虚子の俳句理念「花鳥諷詠」に
沿った環境への配慮も施されている。

自動車整備工 田中  幸男氏 61歳 翠ヶ丘町
クリーニング業 松本  勝治氏 60歳 上宮川町
ブロック工 石u  六弥氏 60歳 若宮町
建築大工 綱島  忠彦氏 60歳 若葉町
美容業 藪本  セツコ氏 65歳 南宮町
配管工 神野  善有氏 61歳 西山町
配管工 越智  一雄氏 61歳 浜風町

　30年以上にわたり同一の職種に従事し、優れた技能で社
たた

会に貢献された市内在住のかたを、技能功労者として讃え
表彰します。今年は下記の、６職種７人のかたがたが選ば
れました。表彰式は、11月15日(水)午前10時30分から市民
センターで行います。

　
平
成
十
二
年
度
（
第
三
十
四
回
）
の
芦
屋
市
民
文
化
賞
に
「
芦
屋
山
野
草
の
会
」
が

選
ば
れ
、
十
一
月
三
日
「
文
化
の
日
」
に
北
村
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
文
化
賞
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
制
定
さ
れ
、
学
術
・
科
学
・
教
育
な
ど
の
研
究

実
践
や
芸
術
・
芸
能
・
体
育
な
ど
の
向
上
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
か
た
、
ま
た
、
地
域
社

会
の
発
展
に
つ
く
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
か
た
が
た
に
対
し
て
市
民
の
感
謝
を
こ

め
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
「
芦
屋
山
野
草
の
会
」
は
昭
和
四
十
八
年
設
立
以
降
、
サ
ギ
ス
ゲ
保
全
の
た
め
の
い

も
り
池
植
生
学
術
調
査
を
推
進
す
る
と
と
も
に
現
在
ま
で
継
続
し
て
サ
ギ
ス
ゲ
の
保
存

運
動
に
取
り
組
み
、
自
然
環
境
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
た
り
、
六
甲
山
系
の
山
野
草
や
ア

ル
プ
ス
の
花
々
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
会
、
山
野
草
の
展
示
会
、
講
演
会
な
ど
を
通
じ
て
、

日
本
や
世
界
の
植
物
の
紹
介
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
の
公
園
・
緑
地
の
植
樹

第
34
回

市
民
文
化
賞
が
決
ま
り
ま
し
た

芦屋山野草の会
設　立　昭和48年
会　長　藤井　智恵子氏
会員数　28人

(平成12年10月現在)
山野草展

問い合わせ　経済課　138-2033

芦屋山野草の会～咲くやこの花館にて

問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
　
1
#8 

２
０
０
０

人口と面積〈平成12年10月１日人口〉 ■住民基本台帳＋外国人登録　総数85,642／男39,719／女45,923／世帯数36,529　■推計人口　総数79,424／男36,621／女42,803／世帯数32,915　〈面積〉18.57H

スズガモスズガモ�スズガモ�

オナガガモオナガガモ�オナガガモ�コガモコガモ�コガモ�

や
さ
く
ら
ま

つ
り
、
植
木

ま
つ
り
等
の

際
に
は
募
金

活
動
を
行
う

な
ど
緑
化
の

推
進
の
分
野

に
お
い
て
市

民
文
化
に
貢

献
さ
れ
ま
し

た
。
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┃文化振興財団時間給指導員募集
●内容…海浜公園プールで①アクアビク
ス指導②エアロビクス指導③トレーニン
グ指導(準備・片付け・清掃を含む)●採用
予定日…①12月１日②③平成13年１月４
日●勤務…①木曜10時30分～11時30分②
火曜10時30分～11時30分、水曜14時～15
時、木曜19時15分～20時15分③平日９時
45分～21時30分と日祝日８時45分～18時
30分の内、各４～８時間●資格…18～40
歳のかた(経験者歓迎)●賃金…①②１レッ
スン2,130円③１時間870円●試験…①②11
月19日(日)18時～21時(面接・実技、カ
セット・ＣＤ等を持参)③11月20日(月)９
時～17時、23日(木・祝)18時～21時(面接)
●申し込み…11月15日(水)までに下記に電
話連絡の上、履歴書(写真貼付)持参●問い
合わせ…海浜公園プール(122-8861)

┃毎月第2火曜日は公正証書相談の日
●日時…11月14日(火)13時～16時●会場
…コミュニティ課相談室●内容…遺言書、
金銭貸借等の公正証書に関する相談●問
い合わせ…コミュニティ課(138-2007)

┃女性センターからのお知らせ
＜女性センターミニ展示＞

ミ トンイン
●内容…　　　の描く中国絵画展●日時
…11月１日～29日、９時～17時(土・日・
祝日を除く)●会場…女性センター
＜暴力に関する相談(要予約)＞
●日時…毎月第１水曜日、13時～16時(祝
日の場合は第２水曜日)●相談方法…面接
相談(出向けない事情がある場合は電話で
の相談)●相談専用電話…38-2022
　問い合わせは、女性センター(1 38 -
2023)へ。

┃リサイクル教室―びんの王冠を使っ
┃たX'masツリー
●日時…11月13日(月)13時30分～15時30
分●会場…消費生活センター●費用…材
料費実費(200円程度)※要予約●問い合わ
せ…消費生活センター(138-2034)

┃上宮川文化センターの催し
＜親子パソコン教室＞
●内容…①ホームページをつくろう(デジ
カメでの写真の撮り方からホームページ
作成まで)②写真を入れてオリジナルカレ
ンダーをつくろう(追加募集)●日時…①11
月25日(土)10時～12時、12月９日(土)９時
30分～12時30分(全２回)②11月11日(土)Ａ
10時～12時、Ｂ13時～15時●対象…小学
校１～６年生と保護者●定員…各６組(応
募多数は抽選)●会場…上宮川文化セン
ター・パソコン室●費用…500円●申し込
み…はがきに参加教室(②はあれば希望時

ラポルテ市民サービスコーナーは、
ラポルテ本館休館日のため、11月16
日(木)は休業します

三条町41-16�
東山町283-1�
楠町85-5�
春日町184�
呉川町32-19�
西蔵町109-7�
西蔵町109-12�
潮見町15-4�
潮見町15-5�
潮見町15-6�
潮見町15-7�
潮見町15-9�
潮見町15-10

180.94�
312.87�
278.41�
258.93�
153.23�
97.89�
315.59�
226.63�
190.84�
220.45�
221.33�
217.79�
217.38

38,200�
64,500�
74,100�
67,800�
42,600�
15,400�
65,600�
49,600�
44,800�
52,200�
50,500�
49,700�
51,500

①�
②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑧�
⑨�
⑩�
⑪�
⑫�
⑬�

No. 所在地� 地目�

宅地�

面積(g)�
�

価格(千円)�
�

日　時　11月15日(水)午後１時30分～４時30分　
会　場　ルナ・ホール
講　演　「地方分権時代の“はんしん”のまちづくりを考える」
講　師　槇村　久子氏(京都女子大学現代社会学部教授)
パネルディスカッション
　　　　「すみよいまちづくり・“はんしん”づくり」
パネラー　仲川利久氏(元朝日放送プロデューサー)
　　　　　露の都氏(落語家)
　　　　　若泉征三氏(前福井県今立町長)
　　　　　北村春江(芦屋市長)　

問
い
合
わ
せ
　
管
財
課
用
地
係
募
集
担
当

1
@5 

５
４
２
２(

申
込
期
間
中)

1
#8 

２
０
２
９(

申
込
期
間
外)

平
成
13
年
度
　
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

富田砕花賞の贈呈式

問い合わせ
阪神広域行政都市(圏)協議会　106-6489-6141

相
談
事
例
　
駅
前
で
エ
プ
ロ
ン
姿
の
女
の

人
が
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
っ
て
い
て
、
一
時

間
後
に
ビ
ル
前
に
来
れ
ば
腰
用
の
サ
ポ
ー

タ
ー
が
も
ら
え
る
と
い
う
の
で
行
っ
て
み

た
。
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
と
一
緒
に
密
室

に
誘
導
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
無
料
の
も
の
を

も
ら
っ
た
。
気
が
つ
く
と
男
の
人
に
囲
ま

れ
、
強
引
に
四
十
万
円
の
磁
気
布
団
を
勧

め
ら
れ
て
、
怖
く
て
断
れ
ず
契
約
し
て
し

ま
っ
た
が
、
解
約
し
た
い
。

　
今
年
の
初
め
と
八
月
に
、
高
齢
の
か
た
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
相
談
が
相
次
い
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｓ
Ｆ
商
法

（
催
眠
商
法
）
と
い
い
、
他
に
も
羽
毛
布
団
や
健
康
食
品

な
ど
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、
親
し
み
や
す
い
エ
プ
ロ
ン
姿
の
中
年
女
性
を
使
っ
た

り
、
公
共
施
設
を
説
明
会
に
使
用
し
た
り
、
警
察
の
道
路

使
用
許
可
を
ち
ら
つ
か
せ
た
り
し
て
警
戒
心
を
ゆ
る
め
さ

せ
、
密
室
に
連
れ
こ
ん
で
強
引
に
契
約
さ
せ
ま
す
。

　
事
例
で
は
相
談
が
早
か
っ
た
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

（
無
条
件
解
約
）
で
き
ま
し
た
が
、
八
日
を
過
ぎ
る
と
解

約
が
難
し
く
な
り
、
高
い
解
約
手
数
料
を
請
求
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。
安
価
な
も
の
で
も
、
た
だ
で
も
ら

う
と
断
り
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
「
た
だ
よ
り
高
い
も
の
は

き
も

な
い
」
と
肝
に
銘
じ
、
誘
い
に
の
ら
な
い
こ
と
。
そ
の
場

で
契
約
せ
ず
、
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
契
約
し
て
し

ま
っ
て
も
八
日
以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
ま
す
。

　
困
っ
た
時
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こちら消費生活センターです

　
平
成
二
年
に
詩
人
・
富
田
砕
花
生
誕
百

年
を
記
念
し
て
市
が
創
設
し
た
富
田
砕
花

賞
は
本
年
も
全
国
各
地
か
ら
百
五
十
九
点

の
詩
集
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
選
考
の
結
果
、
群
馬
県
邑
楽
郡
大
泉
町

の
川
島
完
さ
ん
の
詩
集
『
ピ
エ
タ
の
夜
』

(

紙
鳶
社)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
本
詩
集
は
一
章
、
十
八
篇
の
詩
か
ら
成

り
、
日
常
生
活
に
即
し
た
発
想
か
ら
詩
は

時
空
を
越
え
て
幼
い
頃
の
こ
と
、
海
外
旅

行
で
見
聞
し
た
こ
と
等
に
及
び
、
視
野
の

ひ
ろ
さ
、
巧
ま
な
い

ユ
ー
モ
ア
が
詩
の
存

在
感
を
与
え
て
い
ま

す
。

　
選
考
で
は
「
け
れ

ん
味
の
な
い
、
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
詩
集
。
集

中
の
〈
ト
ン
ボ
鉛

筆
〉
や
〈
ヨ
ッ
ト
鉛

筆
〉
の
幼
児
の
幻
想

性
は
読
者
に
伝
染
し

そ
う
だ
。
」
と
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
考
委
員
は
、
次
の
か
た
が
た
で
す
。

・
大
野
新
氏(

詩
人
・
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
講
師)

・
上
林
猷
夫
氏(

詩
人
・
元
日
本
現
代
詩
人

会
会
長)

・
小
林
武
雄
氏(

詩
人
・
兵
庫
県
芸
術
文
化

協
会
理
事)

・
杉
山
平
一
氏(

詩
人
・
帝
塚
山
学
院
大
学

名
誉
教
授)

・
安
水
稔
和
氏(

詩
人
・
神
戸
松
蔭
女
子
学

院
大
学
教
授)

　
　(

五
十
音
順)

　
応
募
詩
集
は
、
富
田
砕
花
旧
居
で
十
一

月
五
日
か
ら
一
年
間
展
示
し
ま
す
。(

毎
週

水
・
日
曜
日
開
館)

　
　
空
海
記

草
い
ろ
の
〈
ト
ン
ボ
鉛
筆
〉
は

今
で
も
金
色
の
二
枚
羽
根
を
広
げ
た
ト
ン
ボ
を

揺
れ
る
草
茎
に
と
ま
ら
せ

方
々
の
事
務
机
の
上
に
立
っ
た
り
寝
こ
ろ
ん
だ
り
し
て
い
る

切
り
出
し
ナ
イ
フ
で
ト
ン
ボ
や
ヨ
ッ
ト
を
削
る
と

初
夏
の
風
に
の
っ
た
大
麦
の
穂
先
の
匂
い
が
し
た

む
ろ
ん
い
い
匂
い
だ

　
川
島
完
『
ピ
エ
タ
の
夜
』
紙
鳶
社
、
一
九
九
九
年

芦屋市長賞　　　　　　清水純代氏　　(楠町)
芦屋市議会議長賞　　　永野美枝子氏　(東山町)
都市整備公社理事長賞　守屋葉月氏　　(松浜町)
入　賞　　　　　　　　山岸えみ子氏　(東芦屋町)
　　　　　　　　　　　岡村幸子氏　　(西蔵町)
　　　　　　　　　　　岡田晶子氏　　(緑町)
　　　　　　　　　　　勝又美穂氏　　(呉川町)
　　　　　　　　　　　小城朋子氏　　(潮見町)
　　　　　　　　　　　河野朱實氏　　(大東町)
　　　　　　　　　　　竹内恵子氏　　(潮見町)

芦屋市長賞に清水純代氏

　花と緑でいっぱいのまちづくりを推進するため、芦屋
市独自の花のコンクールとして、第３回「芦屋花と緑の
コンクール」を実施しました。38人の出展者の中から10
人のかたが受賞されました。作品は10月７日から９日ま
で呉川町で行われた植木まつり会場に展示し、多くの皆
さんに観ていただきました。

問い合わせ　公園緑地課　138-2065

第
11
回
　
富
田
砕
花
賞
に
　
川
島
完
氏

〜
受
賞
作
『
ピ
エ
タ
の
夜
』
〜

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
　
1
#8 

２
０
９
１

　
市
が
保
有
し
て
い
る
土
地
を
売
払
い
ま

す
。
申
し
込
み
に
際
し
て
は
、
応
募
要
領

を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅(

共

同
住
宅
不
可)

を
建
築
す
る
個
人
・
法

人
。
物
件
⑥
は
住
宅
以
外
も
可
。

■
売
払
土
地
　
下
表
の
と
お
り

■
申
込
方
法
　
所
定
の
申
し
込
み
書
を
使

用
し
郵
送
ま
た
は
持
参

■
申
込
件
数
　
一
世
帯
ま
た
は
一
法
人
一

市
有
地
を
売
払
い
ま
す

日　時　11月４日(土)午前10時～
会　場　市民センター401室

贈　　呈　正賞ブロンズ像
　　　　　副賞50万円
記念講演　「伊勢物語と芦屋」
講　　師　伊勢田　史郎氏
　　　　　(詩人・推薦委員)
申し込み　電話で生涯学習課へ

く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
十
一
月
一
日
〜
十
四
日
午

前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分(

土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く)

■
試
験
日
　
十
一
月
二
十
六
日(

日)

■
採
用
予
定
日
　
平
成
十
三
年
四
月
一
日

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

　
一
般
技
術
職
（
化
学)

一
人

■
受
験
資
格

＊
大
学
卒
　
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
以

降
出
生
の
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
四

年
制
大
学
で
、
化
学
に
関
す
る
専
門
課
程

を
修
了
し
て
卒
業
し
た
人
。
ま
た
は
、
平

成
十
三
年
三
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
。

＊
短
大
卒
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
等
卒
　

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
以
降
出
生
の
人

で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
短
期
大
学
、
高
等

専
門
学
校
、
も
し
く
は
専
修
学
校
専
門
課

程(

修
了
年
限
二
年
以
上)

で
、
化
学
に
関

す
る
専
門
課
程
を
修
了
し
て
卒
業
し
た
人
。

ま
た
は
、
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人
。

＊
次
の
要
件
を
満
た
す
身
体
障
害
者
の
人

も
受
験
が
で
き
ま
す
。
　

①
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
介
護
者
な

し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人

②
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き

る
人

無
料
配
布
に
つ
ら
れ
て

　
　
高
額
な
磁
気
布
団
を
契
約
！

 いいまちは ひとりひとりが デザイナー
― 魅力ある21世紀の“はんしん”づくり―

　
受
験
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
市
役
所

本
庁
舎
北
・
南
館
受
け
付
け
お
よ
び
南
館

二
階
人
事
課
で
配
布
す
る
本
市
所
定
の
受

験
申
込
書
、
受
験
票
等
の
必
要
書
類
を
そ

ろ
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
郵
便
で

請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
百
四
十
円
切

は

手
を
貼
り
付
け
し
た
返
信
用
封
筒(

角
二
号)

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
便
に
よ

る
受
験
の
申
し
込
み
は
、
受
け
付
け
期
間

中
に
届
く
よ
う
に
、
人
事
課(

〒
６
５
９
―

８
５
０
１
　
精
道
町
７
―

６)

に
送
付
し
て

　市内４駅周辺の放置禁止区域に放置され
た自転車・原付は、撤去・移送・保管して
おり、保管所において返還の際、返還料を
徴収しています。12月１日から返還料は、
自転車3,000円、原付5,000円となります。

物
件
の
み(

物
件
⑧
〜
⑬
は
二
物
件
ま
で

可
能)

■
申
込
期
間
　
十
一
月
六
日
〜
十
七
日
、

午
前
十
時
〜
午
後
四
時
。
土
・
日
曜
日

を
除
く
。
郵
送
の
場
合
、
申
込
期
間
内

の
消
印
が
あ
り
、
十
一
月
二
十
日(

月)

ま
で
に
到
着
す
る
こ
と

■
抽
選
　
競
合
の
場
合
は
抽
選

■
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所
　
消
防
署(

市

役
所
東
隣)

南
側
通
路
を
東
に
入
っ
た
仮

設
庁
舎
内
、
市
有
地
売
払
事
務
所

放置自転車等の返還料値上げ

問い合わせ　道路課　138-2063

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
　
1
#8 

２
０
１
９

問い合わせ　経済課内　138-2034

花と緑のコンクール

　
　
　
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
川
島
完(

か
わ
し
ま
・
か
ん)

氏

一
九
三
五
年
群
馬
県
生
ま
れ
。

詩
集
『
挿
話
』
で
館
林
市
民
文
化
賞
、

『
風
姿
風
伝
』
で
群
馬
県
文
学
賞
を

受
賞
。
詩
誌
「
東
国
」
会
員
、
「
日
本

未
来
派
」
同
人
、
日
本
現
代
詩
歌
文
学

館
評
議
員
、
日
本
現
代
詩
人
会
会
員
。

┃花と緑の講習会
受講者全員に花苗をプレゼントします
●内容…①和風寄せ植え講習会②X'masに
も使える輸入切花のアレンジメントフラ
ワー講習会③冬花壇・春花壇の定植とク
リスマスをイメージした寄せ植え講習会
④クリスマスリース講習会●日時…①11
月13日(月)②11月21日(火)③11月22日(水)
④11月29日(水)いずれも13時30分～15時
30分●会場…緑の相談所●講師…①③④
緑の相談員②野田みゆき氏●定員…先着
18人●費用…①②④3,000円③無料●締め
切り…①11月６日(月)②14日(火)③20日
(月)④22日(水)●問い合わせ…都市整備公
社みどりの課(138-2103)

┃TATAMIサロン  トーンチャイムと
┃歌で贈る「クリスマス・コンサート」
●日時…12月９日(土)13時30分～15時●
会場…市民センター音楽室●出演…チャ
イム ポット／和田唱子(ソプラノ)／平野
美緒(ピアノ)●曲目…クリスマスメドレー
等●申し込み…往復はがきに参加者全員
の氏名、住所、電話番号を記入し、11月
24日(金)までに下記へ●問い合わせ…公
民館(〒659-0068  業平町8-24  135-0700)

┃しそう森林王国交流事業
┃秘境の自然探索と源流探訪ツアー
●日時…11月23日(木・祝)７時30分～17
時●会場…やすとみグリーンステーショ
ン鹿ヶ壷●内容…ハイキング、イベント
(田舎料理試食・森の遊び体験)●対象…成
人１人以上を含む家族・グループ、40人
(応募多数は抽選)●費用…1,000円(１人)
●持ち物…弁当、水筒、雨具等●申し込
み…はがきに参加者全員の氏名、住所、
年齢、性別、電話番号を記入し、11月10
日(金)＜必着＞までに下記へ●問い合わせ
…スポーツ・青少年課青少年育成係(〒
659-0072  川西町15-3  122-0358)

もくらんかかけん

┃木蘭花架拳講習会
●日時…11月18日、12月９・16日、平成
13年１月13・27日(いずれも土曜日)13時
～15時●会場…体育館･青少年センター大
会議室●定員…50人(先着順)●問い合わ
せ…スポーツ・青少年課(122-7910)

┃図書館からのお知らせ
＜こどもいきいきクラブ・子どもの部屋＞
●日時…11月11日(土)10時～12時●会場
…図書館集会室●内容…伝承遊び、折り
紙など●対象…小学生(自由参加)
＜こどもいきいきクラブ・リース作り＞
●日時…11月25日(土)10時～12時●会場
…図書館集会室●内容…パスタ・リース
作り等●対象…小学生50人(先着順)●持
ち物…木工用ボンド●申し込み…図書館・
分室のカウンターまたは電話で下記へ
＜金曜シネサロン＞
●日時…11月10日「バックドラフト」／17
日「晩春」／24日「怒りの葡萄」(いずれも
金曜日)13時30分～●会場…図書館集会室
＜こどもおはなしの会・絵本の会＞
●日時…毎週土曜日、14時～15時●会場
…図書館おはなしのへや、よみきかせの
へや●対象…３歳～小学生中心
＜打出分室こどもおはなしの会＞
●日時…11月11日(土)15時～15時30分●
会場…打出教育文化センター・和室●対

象…４歳以上(保護者参加可)
　問い合わせは、図書館(131-2301)へ。

┃社会福祉協議会からのお知らせ
＜高齢者こころの相談・健康相談＞
●日時…11月８日(水)、16日(木)14時～16
時●会場…福祉会館
＜お茶のみ友達相談＞
●日時…11月18日(土)９時30分～11時30
分●会場…福祉会館●対象…男性60歳、
女性55歳以上の独身のかた
＜第76回高齢者「会食懇談会」＞
●日時…11月30日(木)12時～●会場…老
人福祉会館●対象…市内70歳以上のかた
●会費…500円●定員…50人(先着順)●申
し込み…11月８日(水)から
＜第２回いきいき教室「折り紙教室」＞
●日時…11月24日、12月１・８・15・22
日、平成13年１月19・26日、２月２日(い
ずれも金曜日)全８回９時30分～11時30分
●会場…福祉会館114室●対象…市内在住
50歳以上のかた25人●費用…2,500円(社協
会員500円)●内容…和紙で作るおひなさま
　問い合わせは、社会福祉協議会(132-
7530)へ。

┃国際交流協会(ACA)の催し
＜在住外国人対象市内バスツアー＞
●日時…11月11日(土)12時45分～17時●
行先…谷崎潤一郎記念館等●対象…市内
在住外国人45人(要予約)●費用…500円
＜ACAトワイライトコンサート「カント
リー・ミュージック・コンサート」＞

●日時…11月17日(金)18時～19時●会場…
ラ・モール芦屋１階広場●出演…稲葉和裕
　問い合わせは、国際交流協会(134-6340)
へ。

┃兵庫県最低賃金改正のお知らせ
　９月30日から兵庫県最低賃金が、日額
5,353円、時間額671円に改正されました。
　問い合わせは、兵庫労働局労働基準部
賃金課(1078-332-7020)へ。

┃＜創業塾＞あなたの夢をバックアップ
●内容…経営者のための法律入門、経理、
事業プランの立て方等●日時…11月11・
18・25日、12月２・９日(いずれも土曜日)
９時30分～16時30分(初日は９時～)●会
場…市民センター●定員…50人●費用…
10,000円●問い合わせ…兵庫県商工会連合
会地域振興課(1078-371-1261)

┃自賠責保険(共済)の加入について
　自賠責保険(共済)は、すべての自動車の
保有者に義務付けられた強制保険です。
無保険(無共済)での運行は罰則の対象にも
なります。特に車検制度の無いバイク・
原動機付自転車は、「期限切れ」「かけ
忘れ」にご注意ください。
　問い合わせは、運輸省近畿運輸局兵庫
陸運支局旅客課(1078-453-1104)へ。

９/９～10/９までの受入順　(敬称略)
社会福祉協議会取り扱い分
●5,000円、Ｋ.Ｎ●1,000円、匿名

間も)、郵便番号、住所、氏名(親・子)、
年齢・学年、電話番号を記入し、①11月
10日(金)②11月６日(月)までに下記へ。※
受講者へのみ連絡します
＜シネポケット“ひゅーまん”＞
●日時…11月１日「どん底」／８日「愛
と哀しみのボレロ」／15日「家族ゲー
ム」／22日「グース」／29日「カッコー
の巣の上で」(いずれも水曜日)13時30分～
●会場…上宮川文化センター・視聴覚室
　問い合わせは、上宮川文化センター(〒
659-0061  上宮川町10-5  122-9229)へ。

┃環境サービス課からのお知らせ
＜ピンとペットボトルは別々に＞
　７月より第３週ビンの日に、ペットボ
トルを収集していますが、ステーション
でビンとペットボトルの袋が重なり、収
集困難な状態です。必ず袋を別々に置い
てくださるようお願いします。
＜天然ガスのゴミ収集車を導入＞
　環境にやさしい低公害車として、天然
ガスを燃料にしたゴミ収集車を昨年に続
き今年も１台導入しました。
　この天然ガスのゴミ収集車は、「地球
にやさしい車」をキャッチフレーズに、
かわいい絵柄の啓発ステッカーを貼り、
阪急電鉄以南のゴミを収集しています。
　問い合わせは、環境サービス課(122-
2155)へ。

┃身体障害者移動相談
●日時…①11月10日(金)②11月24日(金)９
時30分～●会場…①三田市総合福祉保健
センター②伊丹市立障害者福祉センター
●対象…身体障害者手帳所持の肢体不自
由者●問い合わせ…福祉課障害福祉係
(138-2043)

┃福祉機器・介護用品展
●日時…11月４日(土)、５日(日)、10時～
16時●会場…芦屋ハートフル福祉公社●
問い合わせ…芦屋ハートフル福祉公社
(138-3122)

┃わが家の耐震診断推進事業
●内容…(社)兵庫県建築士事務所協会から
派遣される耐震診断員(建築士)による、目
視および設計図書等を用いた簡易な無料
耐震診断(内装材等ははがさず、床下や天
井裏等は見える部分を調べます※建築確
認通知書や設計図等があれば診断がス
ムーズ、かつ、より正確に行えます)●対
象住宅…昭和56年５月以前に着工の住宅
(戸建て住宅、マンション、長屋住宅など)
ただし、２×４住宅、丸太組工法および
建築基準法第38条認定工法による住宅は
対象外●対象者…住宅の所有者(戸建て住
宅世帯主、分譲マンション管理組合長、
賃貸住宅家主等)●申し込み…11月１日
(水)から下記にある申し込み用紙を下記へ
提出(事業費の都合により次年度以降の診
断になる場合があります)●問い合わせ…
建築指導課(138-2114)

┃谷崎潤一郎作品朗読会
●日時…11月２日(木)13時30分～15時●
会場…谷崎潤一郎記念館●作品…「源氏

やどりぎ

物語 宇治十帖 寄生」●朗読者…朗読グ
ループＲＳＴ●費用…入館料300円●問い
合わせ…谷崎潤一郎記念館(123-5852)

問い合わせ
芦屋観光協会事務局(経済課内)　138-2033

日　時　11月16日(木)午前９時20分～
行　先　市役所南館玄関→美術博物館→昼食→

虚子記念文学館→エンバ中国近代美術館
人　数　43人(先着順)
費　用　6,000円(会員は5,000円、昼食代込み)
申し込み　11月７日(火)午前9時から、参加費を

添えて下記へ

芦屋でエンジョイしませんか！

日　時　12月１日(金)
　　　　午後６時30分～８時45分
　　　　12月２日(土)
　　　　午前10時～午後12時15分
　　　　午後２時～４時15分
会　場　上宮川文化センター
　　　　ホール
監　督　平山秀幸
出　演　原田美枝子、中井貴一ほか
定　員　各100人(当日先着順)

問い合わせ　上宮川文化センター　122-9229

秋季全国火災予防運動（11月9日～15日）

火の用心７つのポイント
①家のまわりに燃えやすいものを置かない
②寝たばこやたばこの投げ捨てをしない
③天ぷらを揚げるときは、その場を離れない
④風の強いときは、たき火をしない
⑤子どもに、マッチやライターで遊ばせない
⑥電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない
⑦ストーブに燃えやすいものを近づけない

問い合わせ　消防本部予防課　138-2098

　美術博物館で開催中の「伊勢物語と芦屋」や、
今春開館した虚子記念文学館等を巡り、お昼はフ
ランス料理を楽しみます

― 限りない人間愛と人生への新たな感動を描きます―

ヒューマンライツシアター「愛を乞うひと」
火をつけた　あなたの責任

最後まで

お   し   ら   せ

寄　　　付

放置自転車クリーンキャンペーン期間
11月11日～17日



夜間(17：00～9：00)水道修理工事当番表【11月】

問い合わせ　水道部工務課維持係　138-2083

●平日の昼間は水道部へお尋
ねください

●土・日・祝日は市役所へお
尋ねください

●夜間の修理は
　右の業者が待機しています

水道の修理は
「芦屋市指定水道工事事業者」へ

・芦屋病院�
　1：31-2156�
・保健センター�
　1：31-1586

・芦屋保健所�
　1：32-0707�
・環境サービス課�
　1：22-2155

広報あしや●2000年（平成12年）11月 1日号　No. 807
63

健�康�カ�レ�ン�ダ�ー�11/1s12/5
阪神芦屋駅から北へ200m

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

ツベルクリン反応検査�
ツ反判定・BCG接種�
�

貧血検査�

健康チェック�
（予約制）�

栄養相談（予約制）� 28日9:30～11:00
小児から高齢者まで�
生活習慣病他（無料）�

健康相談�

妊娠お産の相談室�
（予約制）�

20日13:30～16:00

1歳児健康診査�

4カ月児健康診査�

委託医療機関で実施�H11.11月生まれ（無料）�

1月分予約受付中�
9:15～�

12月分予約受付中�
9:30～10:00

35歳以上（成人病予防11�
項目5500円）�

骨粗しょう症健診�
（予約制）�

20歳以上（1000円）�
超音波法�

H11.5月生まれ（無料）�

H9.7月生まれ（無料）�

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

8･22日�
13:00～14:00�
場所  保健所�

H12.7.1～15生まれ�
H12.7.16～31生まれ�
(無料)

1歳6カ月児健康診査�

3歳児健康診査�

16日13:00～14:00�
場所  保健センター�

2日13:00～14:00�
場所  保健所�

16歳以上→胸部X線・血�
圧・検尿（無料）40歳以上�
→前記の他 心電図・血液�
検査（400円）・歯科検診�
妊婦→血液検査（予約制）�

16歳以上（130円）�

成人を対象に医師による�
相談（無料）�

胃がん検診（予約制）�

7･21日�
13:00～15:00

子宮（頸部）がん検診�
乳がん検診�

30歳以上。子宮がん（1000�
円）乳がん（400円）�

随時（医療機関で診�
療時間内の午前中）�

大腸がん検診� 40歳以上（800円）、採便容�
器を渡し、とり方の説明�

受付随時。提出日：7･14�

21･28･ ／ 日午前中�

2･9･16･20･27･30･�
 ／ 日9:15～10:30

35歳以上（1000円）�

今月はありません� ――――�

今月はありません� ――――�

助産婦による相談（無料）�

育児相談� 20日9:30～11:00
主に乳児、母子健康手帳持参�
身体計測子育て相談（無料）�

なかよし育児教室�
（予約制）�

13日9:45～11:30
6～7カ月児�
母子健康手帳持参（無料）�

新生児訪問指導� 随時� 出生連絡票返送者�

アレルギー相談�
（予約制）�

アレルギー健診�
（予約制）�

27日 9:30～10:30 アトピー性皮膚炎等の�
相談�

在宅ねたきり予防�
訪問指導�

在宅ねたきり者�
歯科訪問指導�

市民健診�
（肺がん検診40歳以上）�

在宅で40歳以上の療養者�
（無料）�

在宅で60歳以上の寝たき�
り、準ずるかた（無料）�

随時、�
保健センターに�
お申し込みください�

保健センター�

国道２号線業平橋東へ150m

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

3歳児心の健診� 満3歳児�
しつけ子育て相談�

14･21日�
9:00～10:45

子ども心の相談�
（予約制）�

ことばの遅れ、しつけ�
相談（児童精神科専門医）�

14日�
13:30～14:30

療育相談（予約制）�
子どもの発達について、�
専門医による相談�

一般健康相談（予約制）�
（事業所健診は申込）�

有料。入学・就職等の診断�
書作成  診察  尿･血液検査･�
X線･心電図･HIV検査�

芦屋保健所�

市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）�

13日�
13:30～14:30

10･17･ ／ 日�
13:00～14:00

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

老人の痴呆、不眠等相談�
（専門医と保健婦）�

心の相談（予約制）�
うつ、ノイローゼ、不眠、�
アルコール等専門医の相談�

21日�
13:30～14:30

アルコール問題に悩んで�
いる家族（要事前連絡）�

10日�
10:00～12:00

アルコール依存症�
家族会�

あじさいの会（痴呆性�
老人家族会）�

おとしより心の相談�
（予約制）�

介護者のつどい�
託老希望者は要事前連絡�
場所：大原いこいの家�

20日�
13:30～15:30

専門栄養相談�
（予約制）�
（栄養表示基準につい�
　ても含む）�

7･14日�
10:00～12:00

歯の無料相談と健診� 15日13:00～14:30 歯科医師会館（無料）�

10･14日�
9:30～10:30

1日�
13:30～14:30

検便（赤痢、Ｏ157等）�
水質検査�

有料。特殊項目水質検査�
などは第1・3月曜日�

毎週月・火・水曜日�
9:00～12:00

精神障害者家族教室�
（要事前連絡）�

家族の方の学習及び交流�20日�
13:30～16:00

対象：中等度以上の肥満、高
血圧、高脂血症等3種類以上
の危険因子を有する方、食物
アレルギーにより除去食を余
儀なくされている方等�

血液検査前�
4時間絶飲絶食�

12 4

12 5

12
1

店　名� 当番日�TEL

種継水道商会 �

前忠工業!


!みなと設備�

#神明商会�

東山商会�

中央水道工務所�

原田商会�

越智商会�

@大阪商会�

伸興設備@�

西岡設備工業所�

31-2914�

31-8548�

0798-34-7941�

22-3565�

31-1882�

22-3552�

22-0706�

22-3708�

32-6302�

22-0379�

22-6900

１、12、23�

２、13、24�

３、14、25�

４、15、26�

５、16、27�

６、17、28�

７、18、29�

８、19、30�

９、20�

10、21�

11、22

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
は
、

十
一
月
三
十
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
ま
す
。
新
し
い

被
保
険
者
証
は
十
一
月
中

旬
に
配
達
記
録
に
よ
り
郵

送
し
ま
す
。
旧
の
被
保
険

者
証
は
、
十
一
月
三
十
日

ま
で
使
用
し
、
有
効
期
限

後
に
裁
断
し
て
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。
新
し
い
被
保

険
者
証
は
十
二
月
一
日
か

ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

更
新
通
知
を
受
け
た
ら
…

　
一
部
の
か
た
に
は
、
十

一
月
中
旬
に
更
新
通
知
は

が
き
を
送
付
し
ま
す
。
通

知
を
受
け
た
か
た
は
、
保
険
係
窓
口
で
更

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
な
も
の

　
更
新
通
知
は
が
き
、
印
鑑
、
被
保
険
者

証
（ 

学 

・ 

遠 

の
証
を
含
む
）

▼
更
新
期
間
お
よ
び
受
付
時
間

　
十
一
月
十
四
日
〜
三
十
日
（
土
・
日
・

国
民
の
祝
日
を
除
く
）
午
前
九
時
〜
正

午
、
午
後
零
時
四
十
五
分
〜
午
後
五
時

十
五
分

＊
な
お
、
十
一
月
十
八
日(

土)

、
十
一
月

二
十
六
日(

日)

は
、
午
前
十
時
〜
午
後

すべての人にやさしい鉄道を目指して
阪急電鉄社長　　大橋　太朗

アン タ ン テ

「下水」の水質検査結果　下水処理場132-1291

用語の説明　【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い　【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる　【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。�

試験日�
項　目� 9月20日（水）� 10月4日（水）�

晴　れ�
27.0

晴　れ�
25.5

26.0�
6.7�
33   �
44   �

400000

流入水�
26.5�
6.8�
4   �
6   �

N.D   

処理水�
25.0�
7.0�
66   �
49   �

760000

流入水�
25.0�
7.0�
2   �
3   �

N.D   

処理水�

活性汚泥�
法処理に�
よる基準�

5.8～8.6�
70以下�
20以下�
3000以下�

�前　日　晴　れ�
前々日　晴　れ�

前　日　晴　れ�
前々日　晴　れ�

天　　　　　　候�
気　　　温 （:）�
検　水　名�
水　　　温 （:）�
Ｐ　　　Ｈ�
Ｓ　　　Ｓ（M /R）�
Ｂ　Ｏ　Ｄ（M /R）�
大腸菌群数（個/P）�

備　　　　　　考�

■日曜・祝日救急当番医
●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階)
●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
11/３日 石原歯科医院 親王塚町1-4

1３１－１３８８
11/５日 稲垣歯科医院 大原町5-19

1２２－２８７０
11/12日 有本歯科医院 春日町6-15

1３１－１０８７
11/19日 上住歯科医院 宮塚町11-24

1３４－１５６０
11/23日 岡歯科医院 大原町11-24-206

1２２－０１３９
　
11/26日 小野歯科医院 伊勢町2-4

1２２－３９８９
12/３日 小野歯科浜風診療所 浜風町3-5

1２３－６４７４
●夜間在宅輪番
※金曜日20時～23時は下記の通り。(　)内は診療科目
 11/10日 荻野医院(内) 1２３－６２２６
 11/17日 冨永医院(内、小) 1２２－３８２３
 11/24日 中村医院(内) 1２３－０４６８
 12/１日 吉田内科クリニック(内) 1３８－７２１０
※金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日７　
時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)
●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、9時～16時
　場　所…尼崎医療センター
　　　　　(尼崎市水堂町3-15-20　106-6436-8701)

大型ごみの収集日
　灯油缶より大きいものを目安にしてください。自転車を
出す場合には、必ず「不用品」と張り紙をしてください。
ステーション付近にはごみ以外は置かないでください。

●芦屋病院健康教室
第10回テーマ「ぜんそく」
  ①「ぜんそくってなに？」園田隆臨床検査科部長
  ②「ぜんそくの素」　　　戸田芳晴臨床検査技師
  ③「ぜんそく薬ってどんなもの？」
　　　　　　　　　　　　　加藤真由美薬剤科主査
  ④「日常生活の注意　ぜんそくの予防」
　　　　　　　　　　　   　　　後藤貴美子看護婦
日　時　11月15日(水)　午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院外来棟５階外科側(東側)ロビー
問い合わせ　芦屋病院総務課管理係

●糖尿病教室
日　時　11月10日(金)　午後1時30分～3時
会　場　芦屋病院南病棟1階講義室
テーマ　「糖尿病の合併症」　　金山良男診療局長

「合併症のための食事」溝畑秀隆栄養係長
問い合わせ　芦屋病院栄養科

●健康大学＜一般公開講座＞
日　時　11月２日(木)午後２時～４時
会　場　芦屋市医師会医療センター
内　容　「家庭における救急処置について」
講　師　兵庫医科大学救急部副部長　吉永和正氏
問い合わせ　保健センター

●小児マヒ(ポリオ)ワクチンの服用
日　時　11月９日(木)、15日(水)、20日(月)、28日

(火)午後１時30分～２時30分
会　場　保健センター
対　象　平成11年６月１日から平成12年７月31日の

間に生まれた乳幼児と、今までに２回の服
用がすんでいない90カ月(７歳６カ月)未満
の小児。

＊ＢＣＧ、はしか、風しん、おたふくかぜ、水ぼう

そうの予防接種後４週間以内、その他の予防接種
後１週間以内のかたは服用できません。
持ち物　ポリオ予防接種申込書、体温計、母子健康

手帳持参
問い合わせ　保健センター

●幼児の食事とおやつの教室
日　時　11月10日(金)午前10時～11時30分
会　場　保健センター
内　容　体の調子の悪いとき(熱、下痢、便秘等)の

食事と与え方(試食、育児相談あり)
定　員　30人(要予約)
問い合わせ　保健センター

●精神障害者保健福祉手帳の交付
対　象　精神障害で日常生活に制限を受けるかた

(療育手帳所持者を除く)
等級区分　１・２・３級
　　　　　(障害年金の等級に準じて交付)
申請手続　必要書類(申請書、診断書等)を保健所へ
有効期限　交付日から２年間。(有効期限以降も引

き続き手帳の交付を希望されるかたは、
継続申請をしてください)

利用方法　税金の減免、芦屋市福祉金の申請等
問い合わせ　芦屋保健所健康課

●パーキンソン病患者等の機能訓練および
歯科検診

日　時　11月７日(火)午後１時30分～４時
会　場　芦屋保健所衛生教育室
講　師　西宮市総合福祉センター理学療法士
　　　　井上みよ子氏
内　容　①歯科検診およびリハビリ(実技指導)

②個別相談：歯科相談、栄養相談、保健相談
問い合わせ　芦屋保健所健康課

　　　　　町　名・地　域
山芦屋・西山・西芦屋　　
朝日ケ丘(2-4、3-5、4-5･6･7を除く)
伊勢・竹園・浜芦屋・松浜
月若・三条・平田・奥池・奥池南
茶屋之・大桝・公光・業平・上宮川
宮塚・平田北
楠・春日
六麓荘・岩園
船戸・松ノ内・清水・前田
山手・奥山・三条南
東山・東芦屋
打出小槌・若宮・打出
大東・呉川
翠ケ丘
南宮・西蔵
大原・親王塚
朝日ケ丘(2-4、3-5、4-5･6･7)
津知・川西・精道・宮川
浜
高浜１～４
高浜５～10
若葉１～３・緑
若葉４～７
浜風・新浜・陽光
潮見

 11月
　　11
　　12
　　13
　　14
　　15
　　16
　　18
　　19
　　20
　　21
　　22
　　23
　　25
　　26
　　27
　　28

１
２　
４
５
６
７
８
９

　　13
　　14
　　15
　　16
　　17
　　18
　　20
　　21
　　22
　　23
　　24
　　25
　　27
　　28
１　29
２　30

３
４
６
７
８
９
10
11

 12月

南芦屋浜における地区計画(原案)の縦覧

問い合わせ　都市計画課　138-2073

『税を知る週間』11/11～11/17
問い合わせ　芦屋税務署　131-2131

　
駅
員
が
ご

乗
客
の
背
中

を
懸
命
に
押

し
て
も
な
か

な
か
扉
を
閉

め
ら
れ
な
い

と
い
っ
た
光

景
を
見
か
け

る
こ
と
が

め
っ
き
り
少

な
く
な
っ
た
。

沿
線
人
口
が

頭
打
ち
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
道
路
整
備

が
進
み
、
マ
イ
カ
ー
利
用
が
増
え
て
き
た

こ
と
の
影
響
は
否
め
な
い
。

　
だ
が
、
鉄
道
は
、
他
の
交
通
手
段
に
比

べ
て
安
全
性
、
正
確
性
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
の
面
で
勝
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
長
所

を
持
つ
鉄
道
を
引
き
続
き
多
く
の
お
客
様

に
ご
利
用
い
た
だ
く
上
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
が
、
「
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い

鉄
道
」
で
あ
る
。

　
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
等
、
ハ
ー
ド
面

に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
あ
る
。
今

年
五
月
に
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
制
定

さ
れ
た
が
、
当
社
で
は
か
な
り
早
い
時
期

か
ら
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
例
え
ば

芦
屋
川
駅
に
お
い
て
も
上
下
線
と
も
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
車
椅

子
用
ト
イ
レ
も
整
備
し
て
い
る
。
駅
舎
の

構
造
や
ス
ペ
ー
ス
に
制
約
も
あ
り
、
「
今

す
ぐ
全
駅
に
」
と
は
い
か
な
い
が
、
今
後

も
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
着
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
当
社
で
は
、
さ
ら
に
ソ
フ
ト
面
に
お
い

て
も
「
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
鉄
道
」

を
目
指
し
て
い
る
。
高
齢
の
お
客
様
の
身

に
な
っ
て
応
対
が
で
き
る
よ
う
、
社
員
教

育
と
し
て
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ
ア
訓
練(

お

も
り
等
を
装
着
し
て
高
齢
者
の
体
感
を
得

る)

を
実
施
し
た
の
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

ま
た
、
昨
年
四
月
か
ら
は
す
べ
て
の
座
席

を
優
先
座
席
に
し
て
い
る
。
以
前
か
ら
「
優

先
座
席
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
の
多
く

の
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
対

応
に
つ
い
て
社
内
で
何
度
も
議
論
を
重
ね

た
が
、
思
い
切
っ
て
全
席
に
拡
大
す
る
こ

と
に
し
た
。
実
施
直
後
は
賛
否
両
論
、
随

分
と
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
が
、
お
客
様

同
士
の
「
思
い
や
り
」
を
大
切
に
し
た
い

と
い
う
私
ど
も
の
提
案
が
ご
理
解
を
得
て
、

か
な
り
定
着
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
る
。

　
時
代
が
変
わ
り
、
技
術
が
進
歩
し
て
も
、

鉄
道
が
「
街
と
街
を
つ
な
ぎ
、
人
と
人
を

つ
な
ぐ
」
と
い
う
大
切
な
機
能
を
提
供
し

続
け
る
こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
の
変
わ
り

も
な
い
と
自
負
し
て
い
る
。
今
後
も
地
域

に
根
差
し
た
公
共
交
通
機
関
と
し
て
、
す

べ
て
の
人
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
、

真
に
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
。

図書館・読書講演会

問い合わせ
消防本部警防課救急係　132-2345

　「阪神間都市計画（芦屋国際文化住宅都市建設計
画)南芦屋浜地区地区計画」(芦屋市決定)の市原案を
縦覧に供します。
日　時　11月２日～15日　執務時間中
会　場　都市計画課(市役所北館３階)
※この原案について意見のあるかたは、期間満了の
日までに意見書を市長に提出してください。

※意見書の提出できるかたは、南芦屋浜の土地の所
有者および土地に関する利害関係者です。

　南芦屋浜地区を芦屋市都市景観条例第６条に基づく景観地区と
して指定する予定をしています。これに伴い景観地区の区域・景
観形成方針および景観形成基準の原案を閲覧に供します。
日　時　11月２日～15日　執務時間中
会　場　都市計画課(市役所北館３階)
※この原案について意見のあるかたは、期間満了の日までに意見書
を都市計画課まで提出してください。

※意見書を提出できるかたは、南芦屋浜の地区住民もしくは建築物
または工作物および土地の所有者に限ります。

問い合わせ　都市計画課　138-2109

南芦屋浜における景観地区指定(原案)の閲覧

人権擁護委員に渡邊洋子氏

問い合わせ　生活環境部人権推進担当　138-2055

　人権擁護委員として長年ご活躍いた
だきました原野清和氏が任期満了によ
り退任され、新たに渡邊洋子氏(緑町在
住)が法務大臣から委嘱されました。
　人権相談は、毎月第２・第４火曜日
の午後１時から４時まで、市役所北館
２階で実施しています。(要予約)

　
十
一
月
十
一
日
か
ら
十

七
日
ま
で
は
「
税
を
知
る

週
間
」
で
す
。
こ
の
「
週

間
」
は
、
国
民
生
活
に
深

い
か
か
わ
り
を
持
つ
税
の

仕
組
み
や
使
わ
れ
方
を
、

納
税
者
の
か
た
だ
け
で
な

く
広
く
国
民
の
皆
様
が
た

に
正
し
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
も
「
税
を
知
る
週

間
」
の
期
間
中
「
暮
ら
し

を
支
え
る
税
―
こ
の
社
会

あ
な
た
の
税
が
い
き
て
い

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
税
を

身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
、
そ
の
意
義
や

役
割
に
つ
い
て
考
え
、
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
税
に
関
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
を
紹
介
す

る
な
ど
、
多
彩
な
催
し
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

◎
『
税
金
展
開
催
の
お
知
ら
せ
』
◎

日
　
時

①
十
一
月
八
日(

水)

午
後
一
時
〜
四
時

②
十
一
月
十
三
日(

月)

、
十
四
日(

火)

　
午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後
三
時
三
十
分

会
　
場

①
市
民
セ
ン
タ
ー
・
多
目
的
室

②
コ
ー
プ
こ
う
べ
シ
ー
ア

　
店
二
階(

Ｊ
Ｒ
住
吉
駅)

内
　
容

【
税
の
作
品
展
示
】
小
学

生
の
「
税
に
関
す
る
作

品
」(

習
字
・
ポ
ス
タ
ー)

お
よ
び
中
高
生
の
「
税
に

関
す
る
作
文
」
の
入
選
作

品
や
、
「
税
に
関
す
る
標

語
」
を
展
示
し
ま
す
。

【
税
の
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ナ
ー
】
税
に
関
す
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
確
定
申
告
が

簡
単
に
作
れ
る
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
な
ど
の
展
示
を
し
ま
す
。

【
税
の
無
料
相
談
所
】
税
理
士
が
税
に
関

す
る
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。(

②
の
み)

【
税
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
コ
ー
ナ
ー
】
各

種
の
税
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
ま
す
。

◎
年
末
調
整
説
明
会
◎

日
　
時

　
十
一
月
二
十
七
日(

月)

　
午
後
二
時
〜(

二
時
間
程
度)

会
　
場

　
ル
ナ
・
ホ
ー
ル

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
車
で
の

ご
来
場
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

日　時　11月８日(水)午後２時～３時30分
会　場　市民センター301室
講　師　川村龍一氏
※当日午後、税金展・きき酒会も行っています。

納税協会  講演会

救命ライセンスを取得しませんか

日　時　11月18日(土)午前10時30分～正午
会　場　図書館・集会室　

と し

講　師　たつみ都志氏(武庫川
女子大学文学部教授)

対　象　80人(小学生未満のお
子様連れはご遠慮く
ださい)　

申し込み　図書館、分室(打
出・大原)のカウンターへ(電話で
も受け付けます)

日　時　11月６日(月)、12月４日(月)、平成13年
１月15日(月)　いずれも、午前10時～
正午、午後１時～４時

会　場　芦屋納税協会(業平町6-19）
内　容　税理士による所得税(譲渡)、相続(贈与)

税、法人税、消費税等、税に関するよ
ろず相談

問い合わせ　芦屋納税協会　131-5318

税金無料相談会

日　時　11月18日(土)
　　　　午後１時30分～４時30分
会　場　消防本部２階会議室
定　員　30人(先着順)
内　容　訓練人形を使い、心肺そ生法、

大出血時の止血法等を修得。
修了者には「普通救命講習修
了証」を交付。

申し込み　救急係へ。自治会・各種団
体等の受講も受付けていま
すので、ご相談ください。

四
時
の
間
、
受
け
付
け
し
ま
す
。

重
複
加
入
や
加
入
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か
た

が
別
の
健
康
保
険
等
に
加
入
さ
れ
た
と
き

は
、
国
民
健
康
保
険
の
脱
退
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。
届
け
出
が
な
い
と
、
保
険
料

が
重
複
し
た
り
、
医
療
費
の
返
還
を
求
め

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
現
在
ど
の
健
康
保
険
に
も
加

入
し
て
い
な
い
か
た
は
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

国民健康保険証が12月から変わります
問い合わせ　保険年金課保険係　138-2035

～「猫と庄造と二人のをんな」をめぐって～

問い合わせ　図書館　131-2301

谷崎潤一郎と芦屋
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■放送時間　午前６：00～午後11：30　(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り返し
放送します)　　■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課　138-2006
■CATV加入に関する問い合わせ　!ケーブルネット神戸芦屋(J-COM神戸・芦屋)　70120-13-8160

11／１（９:30～）～11／15（～９:30）

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

① ６:00
② ８:30
③ 11:00
④ 13:30
⑤ 16:00
⑥ 18:30
⑦ 21:00
① ７:00
② ９:30
③ 12:00
④ 14:30
⑤ 17:00
⑥ 19:30
⑦ 22:00

45

21世紀　新たな飛躍に向けて

海、山、市街地、今も南芦屋浜地区で開発が進む。

 00　みてみて９(番組ガイド)
 05　あしやＮＯＷスペシャル＜55分＞(＊)

「市議会に聞く ―どうする！芦屋の財政危機」

 00　芦屋市民企画番組(＊) 「自然の恵み～いただきます。」
 20　西宮ライブラリー 町名の由来「本町・与古道町」
 30　撮りっきり芦屋(＊) 「秋まつり」「呉川町りんご物語」
 50　文字放送 「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
 55　市民の広場ＴＶ伝言板
 00　ニッポンみたまま(30分番組)

(

１)

　
新
市
庁
舎
の
建
設

　
昭
和
三
十
四
年
、
財
政
難
に
よ
っ
て
昭

和
三
十
一
年
か
ら
四
カ
年
に
わ
た
っ
た
地

方
財
政
特
別
再
建
法
適
用
行
政
団
体
指
定

か
ら
解
除
さ
れ
、
明
る
い
希
望
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
翌
年
市
制
施
行
二
十
周
年
に
当

た
り
、
芦
屋
川
畔
に
鉄
筋
地
上
四
階
・
地

下
一
階
の
新
市
庁
舎
が
落
成
し
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
年
代
は
、
国
際
交
流
の
場
と

し
て
、
姉
妹
都
市
の
提
携
や
市
立
芦
屋
高

等
学
校
の
開
校
、
新
消
防
庁
舎
落
成
、
芦

屋
病
院
本
館
落
成
、
上
宮
川
会
館
開
館
、

市
民
会
館
使
用
開
始
、
芦
有
道
路
の
開
通

な
ど
市
民
生
活
も
次
第
に
安
定
し
て
い
き

ま
し
た
。

(

２)

　
市
民
憲
章
の
制
定

　
戦
後
の
財
政
上
の
危
機
を
乗
り
越
え
、

国
際
文
化
住
宅
都
市
の
建
設
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
た
芦
屋
市
は
、
昭
和
三
十
九
年

一
月
、
平
和
で
美
し
い
豊
か
な
芦
屋
市
を

全
市
民
で
建
設
す
る
た
め
、
市
民
の
心
の

　【芦屋の歴史抄】
　芦屋の地は生活条件に恵まれ、はるか旧石器・
縄文時代から人が住みついたところである。大化
改新後は菟原郡に属し葦屋郷・賀美郷があり、葦
屋駅もおかれた。芦屋の里は都人の感傷の地であ
り、しばしば文学にとりあげられた。阿保親王や
在原業平とゆかりが深いのも当然といえよう。こ
の平和郷も中世、南北朝や戦国時代の相次ぐ戦禍
に悩まねばならなかった。芦屋庄農民ことごとく
が逃散した山論も戦国末には起こっている。

　わたくしたち芦屋市民は、国際文化住宅都市の市民である
誇りをもって、わたくしたちの芦屋をより美しく明るく豊か
にするために、市民の守るべき規範として、ここに憲章を定
めます。
　この憲章は、わたくしたち市民のひとりひとりが、その本
分を守り、他人に迷惑をかけないという自覚に立って互いに
反省し、各自が行動を規律しようとするものであります。
１　わたくしたち芦屋市民は
　　　文化の高い教養豊かなまちをきずきましょう
１　わたくしたち芦屋市民は
　　　自然の風物を愛し　まちを緑と花でつつみましょう
１　わたくしたち芦屋市民は
　　　青少年の夢と希望をすこやかに育てましょう
１　わたくしたち芦屋市民は
　　　健康で明るく幸福なまちをつくりましょう
１　わたくしたち芦屋市民は
　　　災害や公害のない清潔で安全なまちにしましょう

　
　
水
道
水
の
カ
ル
キ
臭
を
消
す
方
法
は
？

　
　
水
道
水
に
は
安
全
な
水
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
滅
菌
の
た
め
塩
素
を
注
入
し
て
い
ま
す
の

で
そ
の
塩
素
の
臭
い
が
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

前
日
の
夜
か
ら
汲
み
置
き
し
、ふ
た
を
開
け
て
ニ
〜

三
分
沸
騰
さ
せ
れ
ば
カ
ル
キ
臭
は
消
え
ま
す
の
で

お
試
し
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、こ
の
沸
騰
さ
せ
た
水

に
は
滅
菌
の
た
め
の
塩
素
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で

一
日
程
度
し
か
持
ち
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
阪
神
水
道
企
業
団
の
水
は
全

量
高
度
浄
水
処
理
が
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
い
し
い
水
に

な
り
ま
す
。

　
　
問
い
合
わ
せ
　
工
務
課
施
設
係
　
1
#8 

２
０
８
４

　
　
水
道
料
金
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
ま
る
の
で
す
か
？

　
　
水
道
料
金
は
、
浄
水
場
で
安
全
な
水
を
作
る
た
め
の

費
用
、
阪
神
水
道
企
業
団
か
ら
水
を
購
入
す
る
費
用
、

安
定
し
た
水
を
供
給
す
る
た
め
の
施
設
整
備
な
ど
を
す

る
た
め
の
費
用
、
各
家
庭
に
水
を
送
る
費
用
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
が
、
市
が
条
例
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
芦
屋
市
の
水
道
事
業
会
計
は
、
震
災
以
後

赤
字
が
年
ご
と
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
水
道
事

業
経
営
審
議
会
を
設
置
し
、
答
申
を
得
た
後
、
料
金
改

定
の
条
例
改
正
案
を
市
議
会
に
提
出
し
、
議
決
を
得
て

新
料
金
を
決
め
ま
す
。

　
　
問
い
合
わ
せ
　
水
道
部
総
務
課
　
1
#8 

２
０
８
０

水道まめ知識
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

芦屋市60年の歩み

日　時　11月24日(金)午後５時45分開演(５時開場)
会　場　ルナ・ホール
出　演　観世榮夫、長山禮三郎、茂山千之丞ほか
番　組　＜能＞安宅　＜舞囃子＞雲林院・高砂　＜狂言＞千鳥
入場料　(前売)3,000円　(当日)
3,500円　全席自由
前売り券売り切れの場合、当
日券の発売はいたしません。
チケット発売　市役所売店、
美術博物館、大丸芦屋店商品
券売場、チケットぴあ　ほか

講　師　五木寛之氏(作家)
日　時　12月4日(月)午後１時30分～
会　場　ルナ・ホール
定　員　660人(入場整理券必要)
申込方法　往復はがきで11月20日(月)＜消印
有効＞までに、住所、氏名、年齢、電話番号
を明記の上、下記人権推進担当まで。(はが
きに複数の記入は可能。応募多数の場合は抽選)
＊手話通訳・要約筆記、託児あり(２歳以上、要予約)

講　師　有馬朗人氏
　　　　(参議院議員・元文部大臣)
日　時　11月18日(土)
　　　　午後２時～３時30分
会　場　ルナ・ホール

　来る21世紀が戦争のない恒久平和の時代であることを願い、
平和モニュメント建設のため、４月から９月まで募金活動を行
なってまいりました。モニュメント建設の趣旨に賛同されたか
たがたのご寄附により、募金目標額の1000万円に到達すること
ができました。ご協力ありがとうございました。
　平和モニュメント除幕式は、11月10日(金)午前11時から市役
所北館前広場で行います。

◇ 平和モニュメント 11月10日に除幕式 ◇
～募金へのご協力 ありがとうございました～
(

１)
住
宅
地
の
形
成

　
明
治
二
十
二
年(

一
八
八
九)

、
わ
が
国

の
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
歴
史
的
な
年
に
精

道
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
日
本
の
近
代
経

済
機
構
が
新
し
く
形
成
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、

芦
屋
の
地
は
、
都
市
近
郊
の
最
適
の
住
宅

地
と
し
て
着
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
精
道
村
の
中
心
的
な
産
業

で
あ
っ
た
農
業
は
、
著
し
く
変
容
し
、
大

正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
交
通
の
発
達
と

と
も
に
芦
屋
川
を
中
心
に
住
宅
街
が
形
成

さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。

　
山
と
海
が
迫
り
、
白
砂
青
松
の
自
然
環

境
と
立
地
条
件
は
、
近
代
文
学
の
名
作
の

舞
台
に
も
な
り
ま
し
た
。
住
宅
地
の
形
成

に
伴
い
、
地
元
の
人
た
ち
は
、
耕
地
整
理

の
実
施
、
芦
屋
川
改
修
工
事
、
宅
地
造
成

駅
の
誘
致
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　
都
市
施
設
の
充
実
は
、
国
鉄
芦
屋
駅
の

開
設(

大
正
二
年)

、
阪
急
芦
屋
川
駅
の
開
設

(

大
正
九
年)

、
日
本
一
と
い
わ
れ
た
精
道
村

役
場
の
新
築(

大
正
十
二
年)

、
打
出
丘
陵
、

宮
川
上
流
の
開
発
、
六
麓
荘
の
開
発
、
上

水
道
、
電
話
の
敷
設
、
阪
神
、
阪
急
バ
ス

の
開
通
、
郵
便
局
、
警
察
署
、
消
防
署
な

ど
の
設
置
、
衛
生
施
設
の
優
先
的
設
置
、

公
私
立
学
校
の
設
立
な
ど
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。

　
大
正
八
年
の
人
口
は
八
千
六
百
六
十
六

人
で
し
た
が
、
昭
和
六
年
に
は
三
万
人
を

上
回
り
ま
し
た
。

(

２)

災
害

　
昭
和
十
三
年(

一
九
三
八)

に
市
制
施
行

を
目
指
し
た
精
道
村
で
し
た
が
、
昭
和
九

年
の
室
戸
台
風
に
よ
っ
て
海
岸
の
防
潮
施

(

１)

　
市
制
の
施
行

　
精
道
村
民
の
多
年
の
願
い
で
あ
っ
た
市

制
の
施
行
は
、
昭
和
十
五
年(

一
九
四
〇)

十
一
月
十
日
、
全
国
で
百
七
十
三
番
目
の

市
と
し
て
実
現
し
ま
し
た
。

　
「
各
種
ノ
施
設
其
ノ
他
概
ネ
備
ハ
リ
、

最
近
ニ
於
ケ
ル
市
制
施
行
他
ニ
比
シ
、
各

方
面
ヨ
リ
観
察
ス
ル
モ
別
段
劣
ル
処
ナ
キ

ヲ
信
ズ
…
」(

市
制
施
行
理
由
書)

と
判
断

さ
れ
、
「
武
庫
郡
精
道
村
有
財
産
ハ
市
制

施
行
ノ
日
ノ
前
日
現
在
ヲ
以
テ
全
部
之
ヲ

芦
屋
市
ニ
帰
セ
シ
ム
」(

兵
庫
県
告
示
第
千

三
百
六
十
六
号)

。
町
村
制
施
行
以
来
、
五

十
年
を
経
た
精
道
村
は
、
こ
こ
に
発
展
的

に
解
消
し
、
そ
の
歩
み
を
市
制
に
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
当
日
現
在
の
人
口
は
四
万
一

千
九
百
二
十
五
人
、
戸
数
八
千
百
四
十
七

戸
を
数
え
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
制
施
行
と
同
時
に
旧
村
時
代

の
大
字
・
小
字
名
を
町
名
に
変
更
し
よ
う

と
す
る
案
は
、
土
地
の
歴
史
性
・
風
土

性
・
住
居
性
な
ど
の
諸
事
情
で
困
難
な
問

題
も
あ
り
、
昭
和
十
九
年
一
月
に
実
施
と

な
り
ま
し
た
。

(
２)
　
戦
災
か
ら
復
興
へ

　
市
制
施
行
の
翌
年
、
国
際
情
勢
が
緊
迫

し
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
り
ま
し

た
。
順
調
に
発
展
し
て
き
た
市
勢
は
全
く

戦
時
体
制
下
に
お
か
れ
、
生
活
物
資
の
統

制
や
防
空
演
習
、
学
童
疎
開
、
学
徒
動
員

な
ど
戦
時
色
が
強
め
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
昭
和
二
十
年
五
〜
八
月
の
大
空
襲
に

り
さ
い

よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
被
り
、
罹
災
者
は

総
人
口
の
約
五
割
、
家
屋
は
総
戸
数
の
約

四
割
に
及
び
、
特
に
学
校
校
舎
は
八
割
を

失
い
ま
し
た
。

　
戦
後
の
駐
留
軍
に
よ
る
市
内
主
要
家
屋

の
接
収
に
始
ま
る
住
宅
難
、
食
糧
難
、
交

通
難
、
旧
体
制
の
解
体
な
ど
、
市
民

生
活
は
混
乱
し
ま
し
た
。
復
興
に
際

し
て
は
、
戦
災
都
市
の
指
定
を
受
け

て
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手
し
復

興
に
努
め
ま
し
た
が
、
地
方
自
治
制

度
の
改
革
や
ジ
ェ
ー
ン
台
風
に
よ
る

被
害
も
重
な
り
、
市
財
政
は
緊
迫
の

度
を
加
え
ま
し
た
。
昭
和
二
十
五
年

(

一
九
五
〇)

、
芦
屋
市
教
育
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
学
校
施
設
の
復
旧
・

新
設
を
は
じ
め
、
多
様
な
文
教
面
の

充
実
に
力
が
注
が
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

戦
後
の
混
乱
に
よ
っ
て
多
く
の
文
化

遺
産
が
消
失
・
散
逸
す
る
傾
向
も
あ

(

１)

　
快
適
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　
国
際
化
・
情
報
化
が
進
む
都
市
機
能
に

対
応
し
て
市
民
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め

に
は
、
道
路
整
備
・
交
通
災
害
・
公
害
な

ど
の
環
境
問
題
、
教
育
文
化
施
設
の
充
実
、

消
費
生
活
の
科
学
化
、
保
健
衛
生
な
ど
総

合
計
画
策
定
に
基
づ
く
推
進
が
望
ま
れ
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
周
辺
の
再
開
発
事
業
に

よ
っ
て
、
「
ア
ル
パ
芦
屋
」(

昭
和
五
十
八

年)

に
続
き
、
「
ラ
ポ
ル
テ
」
、
「
ラ
リ
ー

ブ
」
、
大
原
地
区
へ
と
整
備
さ
れ
、
新
快

速
電
車
の
停
車
駅
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
文
化
面
で
は
、
富
田
砕
花
旧
居
の
公
開
、

谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
開
館
、
美
術
博
物
館

支
え
と
な
る
申
し
合
わ
せ
事
項
と
も
い
う

べ
き
市
民
憲
章
制
定
へ
の
気
運
が
高
ま
り

ま
し
た
。
制
定
委
員
会
を
結
成
し
て
憲
章

の
性
格
と
し
て
の
指
標
五
項
目
を
示
し
た

市
民
憲
章
は
、
五
月
三
日
の
憲
法
記
念
日

に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
に
は
、
社
会
福
祉
、
教

開
館
、
打
出
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
二
年
、
市
制
施
行
五
十
周
年
に
際

し
、
市
増
築
庁
舎(

南
館)

を
完
成
、
芦
屋

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
開
局
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
芦
屋
ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉
公
社
、

子
育
て
セ
ン
タ
ー
、
都
市
整
備
公
社
を
順

次
設
立
し
、
市
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
地
球
家
族
会
議
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
国
際
的
な
視
野
に
立
つ
施
策
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

(

２)

　
震
災
か
ら
復
興
へ

　
平
成
七
年
一
月
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
直
面
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
や
住
宅
・

施
設
な
ど
、
国
際
文
化
住
宅
都
市
の
基
盤

を
損
な
う
ほ
ど
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
復
興
に
際
し
て
は
、
「
震
災
復
興

計
画
」(

平
成
七
年
七
月
策
定)

に
基
づ
き
、

都
市
基
盤
の
整
備
を
図
り
、
快
適
で
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
困
難
な
道
を

乗
り
越
え
る
べ
く
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
県
企
業
庁
に
よ
っ
て
開
発
が
進

め
ら
れ
た
南
芦
屋
浜
地
区
は
、
平
成
九
年

芦
屋
市
域
に
編
入
さ
れ
、
震
災
復
興
公
営

住
宅
が
建
て
ら
れ
た
北
部
地
区
の
ま
ち
び

ら
き
が
平
成
十
年
三
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

寄稿　岩本　昌三氏 (元芦屋市立美術博物館副館長)

日　時　11月11日(土)
　　　　午前10時～11時30分
会　場　市民センター401室
講　師　山田 利郎氏
　　　　(国際交流協会副会長)
託　児　２歳以上
　　　　(要電話予約)

明るい選挙推進大会　講演会

明るい選挙　ポスター展
　市内小・中・高校の児童生徒
入賞48作品を展示します。
■日時　11月８日～20日(火曜日
休館、最終日は午後４時まで)　
■会場　市民センター空中通路

問い合わせ　選挙管理委員会　138-2100

日　時　11月11日(土)午前10時～午後２時
　　　　(雨天決行)
会　場　体育館・青少年センター
内　容　沖縄民舞『島唄』(５歳児が踊ります)

／あそびコーナー(宝さがし、サー
キットごっこ等)／給食コーナー(手作
りおやつの試食、生活習慣病のお話)
／相談コーナー(入所・育児・健康)／
保健コーナー(パネル展示等)

問い合わせ　保育課　138-2045

第5回  保育フェスティバル
＝ ワクワク　ドキドキ　笑顔がいっぱい ＝ ■日時　11月25日(土)

　午後１時30分～３時30分
■会場　女性センター、
ラ・モール芦屋１階広場

■内容　紙芝居、人形劇、
親子体操、育児相談、お
やつの試食、栄養相談、
保育サポート活動紹介な
ど

育児支援フェスタ

問い合わせ
女性センター　138-2023

問い合わせ
平和モニュメント建設実行委員会事務局

(企画課内)　138-2009

教育委員会設置50周年記念事業  講演会

「21世紀の教育の在り方について」

問い合わせ
教育委員会管理部総務課　138-2085

第10回記念　芦屋能・狂言鑑賞の会

問い合わせ　文化振興財団　131-4962

市制施行60周年・教育委員会設置50周年
人権週間記念事業講演会「日々の生活と人権を考える集い 2000」

「青い鳥のゆくえ」
～幸せを運んでくるという「青い鳥」はどこに…～

問い合わせ　生活環境部人権推進担当　138-2055
(〒659-8501  精道町7-6)

阪神芸術祭参加・芦屋市制施行60周年記念

市花：コバノミツバツツジ

芦屋市民憲章

岩本　昌三 (いわもと　しょうぞう)氏
　昭和28年(1953)芦屋市役所に入所。昭和31年から芦屋市
史編集事業の担当となる。専門は芦屋の歴史、文化財。元
芦屋市立美術博物館副館長。著書は『芦屋の生活文化史』
『あしや子ども風土記』(共著)など。

精
道
村
時
代
の
芦
屋芦

屋
市
の
誕
生

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ

次
の
世
紀
に
向
け
て

り
、
市
民
生
活
の
根
底
に
歴
史
性
を
培
う

こ
と
が
痛
感
さ
れ
、
阪
神
間
に
先
駆
け
て

『
芦
屋
市
史
』
の
編
集
事
業
に
着
手
し
ま

し
た
。

(

３)  

「
国
際
文
化
住
宅
都
市
建
設
法
」

の
公
布

　
戦
後
の
再
建
に
際
し
て
、
隣
接
市
と
の

合
併
構
想
も
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
芦
屋
市

が
将
来
と
も
高
度
な
文
化
住
宅
都
市
と
し

て
の
特
色
を
発
揮
し
て
行
く
た
め
の
法
的

根
拠
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ

ま
し
た
。
当
時
、
憲
法
第
九
十
五
条
の
特

別
法
に
よ
っ
て
、
広
島
国
際
平
和
都
市
、

長
崎
国
際
文
化
都
市
な
ど
が
公
布
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
六
年
二
月
、
地
方
自
治
法
に

基
づ
く
本
市
の
住
民
投
票
が
行
わ
れ
た
結

果
、
「
芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都
市
建
設

法
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
交
通
、

産
業
、
教
育
、
文
化
施
設
の
建
設
な
ど
、

文
化
住
宅
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
構
想
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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市木：クロマツ

設
な
ど
が
破
壊
さ

れ
、
人
身
や
住
宅

に
大
き
い
被
害
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。

こ
の
記
憶
が
消
え

去
ら
な
い
昭
和
十

三
年
、
再
び
前
回

を
し
の
ぐ
大
水
害

が
発
生
、
七
月
五

日
の
豪
雨
は
、
各

所
に
山
津
波
を
発

生
し
、
河
川
が

は
ん
ら
ん

氾
濫
し
て
村
内
の

大
半
が
泥
海
と
化

す
惨
状
と
な
り
、

復
旧
に
七
カ
年
を

要
し
ま
し
た
。

弥生時代の会下山遺跡。写真は
復元された高床式倉庫。

新築された当時(大正12年)日本一といわれた
精道村役場。

　近世封建制度の確立に伴い尼崎藩の支配下に入り戸田・青山・松平氏と藩主
の交代はあったが、新田も開発され民政は安定した。1769年芦屋・打出村は天
領となり、三条・津知村は尼崎領として幕末にいたった。
　維新後しばしば行政区画をかえたが、明治22年町村制施行に当たり、芦屋・
打出・三条・津知が合併して精道村が誕生し近郊住宅地としてめざましい成長
をとげ、かくて昭和15年精道村から芦屋市へ一躍したのであった。

国鉄(現 JR)芦屋駅前再開発
(昭和61年 11月「ラポルテ」オープン)

育
文
化
施
設
の
増
設
、
高
度
地
区
の
指
定
、

奥
山
貯
水
池
の
建
設
な
ど
が
順
次
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
、
市
制
三
十
周

年
記
念
に
際
し
、
市
の
木
に
「
ク
ロ
マ

ツ
」
、
市
の
花
に
「
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
の
事
業
に
よ
る
芦
屋
浜
埋
立

建
設
計
画
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

市章
山、海、四(芦屋・打
出・三条・津知４カ
村)、円平(円満、平和)、
旭(発展)を示してい
ます。

ＱＡ

ＱＡ

国際文化住宅都市建設法�
(昭和25年12月国会で可決され、住民投票を経て公布。)�
�

国際文化住宅都市建設法�
(昭和25年12月国会で可決され、住民投票を経て公布。)�
�

市制施行を祝う市民�
(昭和15年11月10日、全国で173番目の市として誕生。村から番目の市として誕生。村から�
一躍して市になりました。)

市制施行を祝う市民�
(昭和15年11月10日、全国で173番目の市として誕生。村から�
一躍して市になりました。)

「私の体験談～ラテンアメリカと サッカー、
そしてミレニアム日本」


